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宗像市では２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指し、市営バスのEV

化や公用車のハイブリッド車への切替えなどにより、「移動時の温室効果ガス削減」

「再生可能エネルギーの利用促進」を進めています。 

その一環として、本日から、ごみ収集車の燃料を植物由来の油から生成されたバ

イオディーゼル燃料に変更します。 

植物は成長時に二酸化炭素を吸収しており、車から排出されても相殺されるた

め、バイオディーゼル燃料は地球にやさしく、化石燃料（軽油）の代替燃料とし注目

されています。今回使用する燃料は、市内小中学校の給食調理や一般家庭で回収し

た廃食油を原料として製造しています。化石燃料である軽油と比較すると、二酸化炭

素を年間約１,５００ｋｇ削減できる見込みです。 

本日はバイオディーゼル燃料給油のデモンストレーションをおこないます。 

＜バイオディーゼル燃料使用車両＞ 

・台数 １台 

・主な使用用途  宗像市大島でのごみ収集・市内金物収集 

・年間稼働日    １２９日（令和４年度実績） 

・年間走行距離  約６００ｋｍ 

 

＜廃食油について＞ 

・年間回収量 

19,710Ｌ（学校６,５３０L、一般家庭７,１８０L） 

・バイオディーゼル燃料想定使用量  

約５００L 

※回収した残りは、回収事業者の車両等に使用 

学校給食の廃食油を燃料へリサイクル 

ごみ収集車でバイオディーゼル燃料を活用 

＜資源回収された廃食油＞ 

＜使用車両＞ 


